
はじめに
　日本に認知症患者は 462 万人と報告され、国家戦
略として取り組むことが打ち出されている。2012 年
4 月から髄液中タウ蛋白とリン酸化タウ蛋白が保険収
載され、臨床検査技師が認知症診断に直接関与する検
査を行うことが可能になった。その他、認知症の病態
把握に役立つ検査や治療評価に有用な検査は多くある。
これから臨床検査技師が認知症の早期診断、治療効果
判定に役立つ検査を積極的に行う必要がある。

認知症の早期診断や治療に役立つ検査法
①髄液中タウ蛋白とリン酸化タウ蛋白
　2012 年 4 月から髄液中タウ蛋白がクロイツフェル
トヤコブ病（CJD）、髄液中リン酸化タウ蛋白はアル
ツハイマー病（AD）を含めた認知症を対象として保
険収載され 680 点がついた。ELISA 法で測定可能で
あり、どこの医療機関でも測定でき、外注も可能であ
る。タウ蛋白は CJD で上昇が顕著で診断に有用であ
る。リン酸化タウ蛋白は AD で特異的に上昇し、他
の検査で異常を示さない軽度認知障害（MCI）でも上
昇し早期診断に有用である。

② MRI
　MRI は磁気を使うため臨床検査技師が施行できる。
MRI は AD では海馬の萎縮を意味する側脳室下角の
拡大を認め診断に役立つ［1］。

③頚動脈エコーと頭蓋内エコー
　近年動脈硬化を基盤としないと考えられていた AD
でも頚動脈エコーや頭蓋内エコーの重要性が指摘され
ている。高齢者の AD では脳血管障害の合併が多く、
それによる脳血流低下が AD 病変の進展に影響する。
そこで、AD において頭蓋内エコー検査を行ったとこ
ろ脳血流と重症度が良く相関することが分かった［2］。

④脳波と DIMENSION
　通常の脳波では周期性同期性放電（PSD）を示す場
合 CJD の診断に役立つ。AD が進行すると、てんか
んを伴うことも多く診断に役立つ。近年開発された

DIMENSION という方法を用いると早期診断のみな
らず治療経過を見ることができる［3］。

⑤ NIRS（光トポグラフィー）
　認知症の診断において脳血流シンチ（SPECT）は
有用性が高い。MCI では SPECT で後部帯状回の血
流低下、AD ではそれに加えて側頭・頭頂葉の血流
低下がみられ、高い診断根拠となっている。しかし、
SPECT は放射線を使った方法であり、今後は光を使っ
た NIRS が期待される。

⑥物忘れ相談プログラムと TDAS
　認知機能を短時間でスクリーニングできる方法とし
てタッチパネル式コンピューターを用いた物忘れ相談
プログラムがある［4］。
　薬物や非薬物療法を行なった前後での介入評価法
として TDAS（タッチパネル式認知症評価スケー
ル）がある。TDAS は ADAS（Alzheimer’s disease 
assessment scale）という最も信頼性が高い治療評価
法と良い相関を示す［5］。

まとめ
　認知症診療に関わる各種検査に精通した臨床検査技
師の育成が必要である。日本臨床衛生検査技師会と日
本認知症予防学会で協力して認定する認定認知症領域
検査技師が増えていくことを期待している。
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